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議会の審議一覧（７月～９月）

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号
請負契約の締結について
（近藤小学校校舎棟増築工事（建築主体工事））

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 ニセコ町公園条例等の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第３号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

第７回　臨時会審議結果　 会期　令和３年（2021年）７月21日
　７月21日に開会した第７回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案された請負契約の締結案件１件、条例改正１件、令和３年度一般会計補正予算１件を原案どおり可
決しています。

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号
請負契約の変更について
（公営住宅（綺羅団地１－２号棟）長寿命化型改善工事）

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

第８回　臨時会審議結果　 会期　令和３年（2021年）８月24日
　８月24日に開会した第８回ニセコ町議会臨時会は、会期を１日と決めて同日閉会しました。
　町から提案された請負契約の変更案件１件、令和３年度一般会計補正予算１件を原案どおり可決しています。

次ページに続く

議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

委員会報告
第 １ 号

所管事務調査の結果報告
（総務常任委員会）

報 告 受 理
善 処 要 望

―

報告第１号
令和２年度ニセコ町健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて

報 告 受 理 ―

認定第１号 令和２年度ニセコ町各会計歳入歳出決算認定について
決 算 特 別
委 員 会
付 　 　 託

―

第９回　定例会審議結果　 会期　令和３年（2021年）９月７日から14日
　９月７日から８日間の日程で開会した第９回ニセコ町議会定例会は、９月14日に閉会しました。
　１日目、総務常任委員会所管事務調査の結果報告を受け善処要望を提出することを決定し、令和２年度ニセコ
町健全化判断比率及び資金不足比率の報告を受けました。また、令和２年度ニセコ町各会計歳入歳出決算認定の
件は決算特別委員会に付託しました。また、最終日の14日には、人事案件１件、ニセコ町過疎地域持続的発展
市町村計画の策定、条例改正３件、補正予算４件など合わせて９件を原案どおり可決しました。
　また、請願及び発議（議員提案の議案）は各所管の常任委員会に付託され、請願は願意を適当と認め、発議は
原案通り可決すべきと決し関係各所に意見書等を提出します。
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議　案 件　　　名　　　等 結　果 賛　否

議案第１号 ニセコ町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第２号 ニセコ町個人情報保護条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第３号 ニセコ町手数料徴収に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第４号
ニセコ町学習交流センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例

原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第５号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第６号 令和３年度ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第７号 令和３年度ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

議案第８号 ニセコ町教育委員会委員の任命について 同 　 　 意 賛 成 多 数

議案第９号 令和３年度ニセコ町一般会計補正予算 原 案 可 決 賛 成 多 数

請願第１号
通学路への信号機設置に関する請願
（総務常任委員会報告は「採択すべき」）

採 　 　 択 賛 成 多 数

発議第５号
豪雪地帯対策特別措置法改正に関する意見書案
（総務常任委員会報告は「可決すべき」）

原 案 可 決 賛 成 多 数

発議第６号
国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書案
（産業建設常任委員会報告は「可決すべき」）

原 案 可 決 賛 成 多 数

意見案第２号
通学路への信号機設置に関する意見書
（提出者／篠原正男議員）

原 案 可 決 賛 成 多 数

～12月上旬に定例会を開催します～

●�定例会は３月、６月、９月、12月の年４回、臨時会は必要のつど開催されており、議場内で
傍聴ができます。

●�ニセコ町役場１階のテレビでも本会議を動画に
より中継しますので、ご覧ください。

●�日程等詳しいことは、ニセコ町のホームページ
をご覧になるか議会事務局へお問い合わせくだ
さい。
　電話（0136）44-2121
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補正予算審議結果

第７回　臨時会� 会期　７月21日

新型コロナウイルス経済対策費ほかを計上
　第７回臨時会で、新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費、新型コロナウイルスに係る経済
対策・ニセコ福祉会への補助、アンヌプリ森林公園トイレ解体工事費、ニセコ高校生各種大会出場経
費補助など、6,675万６千円増額の補正予算を可決。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に6,675万６千円を増額し、予算総額54億2,980万５千円となりました。
・歳入　国庫支出金（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金ほか）� 5,611万７千円増額
　　　　道支出金（プレミアム付商品券発行支援事業費補助金ほか）� 543万５千円増額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 520万４千円増額
・歳出　総務費（新型コロナウイルス商品券発行事業補助ほか）� 5,393万６千円増額
　　　　民生費（透析を受けている方への移動支援委託料）� 174万４千円増額
　　　　衛生費（新型コロナウイルスワクチン接種業務委託ほか）� 880万４千円増額
　　　　商工費（アンヌプリ森林公園トイレ解体工事）� 132万円増額
　　　　教育費（ニセコ高校各種大会出場経費補助）� 95万２千円増額

�
第８回　臨時会� 会期　８月24日

にぎわいづくり起業者等サポート事業補助、ニセコ高校校
舎営繕工事費を計上
　第８回臨時会で、にぎわいづくり起業者等サポート事業補助、ニセコ高校校舎営繕工事の経費351
万４千円増額の補正予算を可決。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に351万４千円を増額し、予算総額54億3,331万９千円となりました。
・歳入　繰越金（前年度繰越金）� 351万４千円増額
・歳出　商工費（にぎわいづくり起業者等サポート事業補助）� 200万円増額
　　　　教育費（ニセコ高校校舎営繕工事）� 151万４千円増額

�
第９回　定例会� 会期　９月７日から９月14日

公営住宅個別改善（本通Ａ団地４号棟屋上防水）工事費ほ
かを計上
　第９回定例会で、公営住宅個別改善工事（本通Ａ団地４号棟屋上防水工事）、ニセコ小学校営繕工事、
羊蹄山麓健康づくり協議会負担金などにより、一般会計、簡易水道事業特別会計及び公共下水道事業
特別会計で合計5,326万９千円の増額補正を可決しました。

令和３年度　ニセコ町一般会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に5,312万４千円を追加し、予算総額54億8,644万３千円となりました。
・歳入　国庫支出金（社会資本整備総合交付金ほか）� 2,613万円増額

次ページに続く
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　　　　道支出金（農業次世代人財投資資金ほか）� 204万７千円増額
　　　　財産収入（立木売払収入）� 450万９千円増額
　　　　寄附金（指定寄附金）� 3,060万円増額
　　　　繰入金（公共施設整備基金繰入金ほか）� 4,820万円減額
　　　　繰越金（前年度繰越金）� 21万９千円増額
　　　　諸収入（立木伐採保証金ほか）� 152万８千円増額
　　　　町債（公営住宅改善事業債ほか）� 3,629万１千円増額
・歳出　総務費（地域活性化起業人事業負担金ほか）� 1,314万９千円増額
　　　　民生費（ニセコ福祉会補助）� 41万３千円増額
　　　　衛生費（簡易水道事業特別会計繰出金ほか）� 1,849万４千円減額
　　　　農林水産業費（経営継承・発展等支援事業補助ほか）� 791万２千円増額
　　　　土木費（公営住宅個別改善工事ほか）� 4,047万円増額
　　　　消防費（羊蹄山ろく消防組合負担金）� 112万円７千円減額
　　　　教育費（有島めん羊舎修繕工事ほか）� 817万２千円増額
　　　　災害復旧費（町道等災害復旧業務委託料ほか）� 262万９千円増額

令和３年度　ニセコ町簡易水道事業特別会計補正予算 �  原案可決
　歳入予算で計上している一般会計からの繰入金を減額し、同額町債を増額する補正予算となり予算
総額の変更はありません。

令和３年度　ニセコ町公共下水道事業特別会計補正予算 �  原案可決
　予算現額に14万５千円を追加し、予算総額１億9,395万５千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金）� 365万５千円減額
　　　　町債（公共下水道事業債）� 380万円増額
・歳出　総務費（職員手当）� 14万５千円増額
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そ
の
議
案
に
質
問
！�

（
一
部
抜
粋
）

第
７
回 
臨
時
会

●
ニ
セ
コ
町
公
園
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

高
木
議
員　

今
回
の
条
例
改
正
に

お
い
て
①
公
園
の
一
部
を
行
政
財

産
か
ら
普
通
財
産
に
変
更
す
る
理

由
は
。
②
「
ニ
セ
コ
町
ア
ン
ヌ
プ

リ
森
林
公
園
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
」
を
廃
止
し
、
「
ニ
セ

コ
町
公
園
条
例
」
に
ア
ン
ヌ
プ
リ

森
林
公
園
を
加
え
る
こ
と
と
し
た

経
緯
。
③
森
林
公
園
を
普
通
財
産

に
し
た
場
合
、
今
後
売
却
や
貸
与

が
あ
り
公
園
じ
ゃ
な
く
な
り
緑
地

が
保
全
さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
。

齊
藤
商
工
観
光
課
長　

①
公
園
の

一
部
を
普
通
財
産
に
す
る
理
由
は
、

こ
れ
ま
で
北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
に

指
定
管
理
者
と
し
て
公
園
管
理
を

お
願
い
し
て
い
た
が
、
今
般
、
指

定
管
理
期
間
満
了
に
よ
り
先
方
と

協
議
し
た
結
果
、
指
定
管
理
を
継

続
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
普
通
財

産
と
し
て
町
が
直
接
管
理
す
る
こ

と
に
し
た
。
②
こ
れ
ま
で
の
「
ニ

セ
コ
町
ア
ン
ヌ
プ
リ
森
林
公
園
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
は

指
定
管
理
を
想
定
し
た
条
例
に
な

っ
て
お
り
、
指
定
管
理
を
や
め
る

こ
と
か
ら
、
町
が
直
接
管
理
し
て

い
る
他
の
公
園
と
同
様
の
取
扱
い

を
す
る
た
め
に
改
正
す
る
。
③
今

回
普
通
財
産
に
す
る
部
分
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
計
画

は
な
い
。
ま
た
、
該
当
部
分
に
は

保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
簡
単
に
は
開
発
で
き

な
い
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
ニ
セ

コ
町
は
環
境
モ
デ
ル
都
市
な
の
で

開
発
等
の
提
案
が
あ
っ
て
も
緑
地

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
求
め
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

高
木
議
員　

普
通
財
産
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
に
貸
与
や

売
却
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
段
階

で
そ
の
よ
う
な
予
定
は
な
い
の
か
。

山
本
副
町
長　

現
段
階
で
具
体
的

な
予
定
は
な
い
。
今
後
具
体
的
な

相
談
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
行
く
。

榊
原
議
員　

指
定
管
理
を
や
め
た

こ
と
に
よ
り
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
変
え
た
と
い
う
理
由
は
。

山
本
副
町
長　

今
回
、
普
通
財
産

と
す
る
森
林
公
園
の
一
部
は
、
北

海
道
中
央
バ
ス
㈱
に
指
定
管
理
者

と
し
て
有
料
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

含
め
、
周
辺
の
公
園
の
管
理
を
お

願
い
し
て
い
た
。
し
か
し
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
老
朽
化
し
、
今
後
の

需
要
も
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
を
や
め
て
直
接
管
理
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

今
後
、
民
間
等
で
使
用
の
相
談

が
あ
っ
た
時
に
、
こ
の
エ
リ
ア
の

自
然
を
守
り
経
済
的
な
価
値
が
生

み
出
せ
る
よ
う
に
と
、
森
林
公
園

の
一
部
を
残
し
、
一
部
は
普
通
財

産
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
補
正
予
算

【
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
】

高
木
議
員　

介
護
施
設
の
職
員
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
ど
の
程
度
の
頻
度

で
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
今
後
も

介
護
施
設
や
子
供
と
接
す
る
職
員

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
定
期
的

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

ニ
セ
コ
福

祉
会
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
10

人
分
の
他
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
る
。
検
査
は
必
要
に

応
じ
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
童
施
設
や
教
職
員
に
対
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
予
定
は
な

い
。

【
行
政
推
進
文
書
配
布
委
託
】

篠
原
議
員　

行
政
推
進
員
文
書
配

布
に
か
か
わ
る
委
託
料
に
つ
い
て

高
齢
者
事
業
団
に
委
託
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
と
予
算
額
の
積
算

根
拠
は
。

福
村
総
務
課
長　

旧
庁
舎
で
は
、

役
場
庁
舎
の
清
掃
管
理
業
務
の
中

で
町
内
配
達
、
行
政
推
進
文
書
の

配
達
等
を
行
っ
て
き
た
が
新
庁
舎

に
な
り
、
清
掃
業
務
の
価
格
が
上

が
り
清
掃
業
務
に
つ
い
て
の
み
予

算
化
し
て
い
た
。
新
庁
舎
移
転
後

は
行
政
推
進
員
文
書
を
郵
送
で
行

っ
た
が
、
配
達
に
時
間
を
要
し
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
か

ら
、
配
達
方
法
を
再
度
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
高
齢
者
事
業
団
が
引

き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
村
町
民
生
活
課
長　

２
班
体
制

で
１
日
か
け
て
配
布
す
る
こ
と
と

し
て
人
件
費
と
使
用
す
る
車
の
代

金
を
計
算
し
予
算
計
上
し
て
い
る
。

【
ご
み
の
最
終
処
分
場
の
修
繕
工

事
】

浜
本
議
員　

最
終
処
分
場
の
修
理

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の

修
理
は
な
か
っ
た
の
か
。
今
後
は

修
繕
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
壊

れ
な
い
よ
う
な
検
討
を
願
い
た
い
。

中
村
町
民
生
活
課
長　

こ
れ
ま
で

２
回
修
繕
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今

後
は
、
板
を
あ
て
る
な
ど
割
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
修
繕
し
た
い
。

第
８
回 

臨
時
会

【
請
負
契
約
の
変
更
（
綺
羅
団
地

１

－

２
号
棟
）
長
寿
命
化
型
改
善

工
事
】

高
木
議
員　

躯
体
の
ク
ラ
ッ
ク

（
ひ
び
割
れ
）
が
多
く
契
約
変
更

アンヌプリ森林公園散策道
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が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
住
宅
全

体
に
わ
た
っ
て
い
る
の
か
、
部
分

的
な
も
の
な
の
か
。
工
期
を
伸
ば

す
必
要
は
な
い
の
か
。

黒
瀧
都
市
計
建
設
課
長　

全
体
的

に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
状
況
。

工
期
の
延
長
は
な
く
終
わ
る
予
定
。

斉
藤
議
員　

ク
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
定
期
的
に
検
査
を
行
っ

て
き
た
の
か
。

黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

綺
羅
団
地

以
外
の
団
地
も
含
め
定
期
的
に
点

検
を
し
て
い
る
。

●
補
正
予
算

【
ニ
セ
コ
高
校
外
壁
修
繕
工
事
】

高
木
議
員　

ニ
セ
コ
高
校
校
舎
西

側
外
壁
修
繕
工
事
に
つ
い
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
そ
の
も
の
が

心
配
な
の
で
強
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
ク
ラ
ッ
ク
部
分
の
補
修
を
行
っ

て
か
ら
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
で
覆

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

目
視
に
よ

る
現
地
確
認
を
実
施
し
、
テ
ス
ト

ハ
ン
マ
ー
で
打
診
し
た
結
果
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
強
度
は
問
題
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。
部
分
的
に
見
え

て
い
る
鉄
筋
に
つ
い
て
は
、
モ
ル

タ
ル
で
補
修
を
行
い
ガ
ル
バ
リ
ウ

ム
鋼
板
を
貼
っ
て
保
護
し
た
い
。

【
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
起
業
者
サ
ポ

ー
ト
事
業
補
助
】

榊
原
議
員　

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
起

業
者
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
の
10

年
間
を
ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
事
業
が
町
民

に
と
っ
て
ど
う
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
の
か
。

齊
藤
商
工
観
光
課
長　

10
年
間
の

総
括
と
し
て
商
工
会
の
加
入
数
で

答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
の

事
業
が
で
き
た
平
成
23
年
ご
ろ
の

商
工
会
の
加
入
者
数
は
１
６
２
件

だ
っ
た
が
、
今
で
は
２
０
０
件
を

超
え
て
い
る
状
況
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
は
、
お
店
が
増
え
て
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
と
し
て
事
業
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

片
山
町
長　

こ
の
事
業
は
起
業
に

対
し
て
補
助
す
る
条
件
と
し
て
商

工
会
へ
の
加
盟
を
条
件
と
し
て
い

る
。
商
工
会
に
加
盟
し
て
、
み
ん

な
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い

う
点
で
は
、
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
思
う
。

第
９
回 

定
例
会

●
ニ
セ
コ
町
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

篠
原
議
員　

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

（
あ
そ
ぶ
っ
く
）
が
図
書
館
法
で

の
図
書
館
に
位
置
付
さ
れ
公
立
の

図
書
館
と
な
っ
た
場
合
の
サ
ー
ビ

ス
が
良
く
な
る
こ
と
、
制
約
さ
れ

る
こ
と
は
何
か
。

芳
賀
町
民
学
習
課
長　

サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
見
込
め
る
の
は
、
公
立

図
書
館
で
は
、
資
料
の
コ
ピ
ー
サ

ー
ビ
ス
、
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
が

可
能
と
な
る
ほ
か
図
書
館
と
し
て

他
の
図
書
館
と
の
情
報
交
換
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

篠
原
議
員　

公
立
の
図
書
館
と
し

て
教
育
委
員
会
で
は
専
門
職
と
し

て
の
司
書
を
配
置
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
。

片
岡
教
育
長　

あ
そ
ぶ
っ
く
の
会

と
も
協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

◆
賛
成
討
論
（
斉
藤
議
員
）　

こ

れ
ま
で
の
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

図
書
館
法
に
基
づ
く
図
書
館
で
な

か
っ
た
た
め
図
書
館
と
し
て
の
機

能
が
十
分
発
揮
で
き
な
か
っ
た
が
、

法
に
基
づ
く
図
書
館
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
涯
教

育
の
場
を
提
供
す
る
使
命
を
持
っ

た
施
設
と
な
る
。
条
例
改
正
に
よ

り
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
情
報

社
会
に
お
け
る
町
民
の
情
報
拠
点

と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
施
設
と
し
て
、
ニ
セ
コ
町
の
文

化
の
高
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
図

書
館
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

●
補
正
予
算

【
有
島
め
ん
羊
舎
修
繕
工
事
】

浜
本
議
員　

め
ん
羊
舎
の
修
繕
工

事
の
内
容
と
今
後
の
使
い
道
は
。

芳
賀
町
民
学
習
課
長　

今
回
の
修

繕
工
事
は
、
今
年
の
雪
害
で
屋
根

が
壊
れ
修
繕
す
る
も
の
。
修
繕
費

が
か
さ
む
た
め
一
般
財
源
で
の
対

応
は
難
し
い
と
考
え
て
い
た
が
、

今
般
、
保
険
で
修
繕
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
補
正
す
る
。
今
後

の
利
用
に
つ
い
て
、
め
ん
羊
舎
利

用
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
具
体

的
な
計
画
は
な
い
。
有
島
記
念
館

の
一
部
と
い
う
位
置
付
で
の
利
活

用
を
検
討
し
た
い
。

木
下
議
員　

２
月
に
め
ん
羊
舎
の

破
損
に
つ
い
て
地
区
の
方
か
ら
連

絡
が
あ
り
担
当
課
に
連
絡
し
た
が
、

雪
害
の
認
定
が
遅
い
の
で
は
な
い

か
。

芳
賀
町
民
学
習
課
長　

教
育
委
員

会
内
部
で
の
協
議
、
町
長
協
議
を

経
て
５
月
20
日
付
で
雪
害
申
請
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
保
険
会
社
と

や
り
取
り
を
行
い
８
月
３
日
に
認

定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
本
定

例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

【
羊
蹄
山
麓
健
康
づ
く
り
協
議
会

（
※
）
負
担
金
】

篠
原
議
員　

羊
蹄
山
麓
健
康
づ
く

り
協
議
会
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
管

理
を
行
う
た
め
に
負
担
金
を
計
上

し
て
い
る
が
、
①
今
後
の
事
業
展

開
は
。
②
医
療
機
関
へ
の
支
払
い

方
法
と
想
定
す
る
金
額
は
。
③
共

同
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
情

報
が
山
麓
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

本
事
業
は
、

今
年
２
月
に
シ
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
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ィ
ン
グ
ス
㈱
と
羊
蹄
山
麓
７
町
村

が
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
健
康
管
理
）
に

関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

も
協
力
い
た
だ
い
て
実
施
し
て
き

た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
一
定
程
度
進
ん
だ

の
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
地

域
ヘ
ル
ス
ケ
ア
本
来
の
取
り
組
み

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
①
ワ
ク

チ
ン
接
種
ケ
ア
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
故

を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
、
ま
ず

子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
始
め

て
い
く
予
定
。
②
医
療
機
関
に
デ

ー
タ
入
力
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
実
証
協
力
費
を
支
払
う
こ
と

に
な
る
が
、
金
額
は
今
後
協
議
会

で
協
議
の
予
定
。
③
接
種
の
情
報

は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ
れ
各
町

村
の
シ
ス
テ
ム
を
介
し
な
け
れ
ば

誰
の
情
報
か
は
分
か
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ニ
セ
コ
町
の
方

の
情
報
が
他
町
村
で
は
分
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

片
山
町
長　

本
協
議
会
は
、
蘭
越

町
に
会
長
・
事
務
局
を
担
っ
て
い

い
た
だ
い
て
い
る
が
全
国
的
に
見

て
も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
協
議
会
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
最
終
的
な
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
目
標
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
よ
う
な
健

康
づ
く
り
の
デ
ー
タ
を
町
が
管
理

し
保
健
指
導
を
し
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

篠
原
議
員　

羊
蹄
山
麓
町
村
の
範

囲
で
は
す
べ
て
を
網
羅
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
山
麓
の
範
囲
で

良
い
の
か
。

桜
井
保
健
福
祉
課
長　

本
事
業
で

健
康
管
理
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ

る
第
一
歩
と
と
ら
え
て
い
る
。

片
山
町
長　

去
年
か
ら
お
く
す
り

手
帳
の
電
子
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
関
係
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
、
ま

ず
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
し
て

取
り
組
む
こ
と
で
現
在
進
め
て
い

る
。
今
後
羊
蹄
山
麓
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
全
道
、
全
国
に
広
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
羊
蹄
山
麓
健
康
づ
く
り
協
議
会

と
は
、
羊
蹄
山
麓
７
町
村
で
地
域

医
療
機
関
と
連
携
し
地
域
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
事
業
（
ワ

ク
チ
ン
接
種
情
報
の
記
録
・
共

有
・
ア
プ
リ
の
提
供
な
ど
）
を
担

う
協
議
会
で
す
。

一 般 質 問
　９月７日から８日間の日程で開催した令和３年(2021年)第９回ニセコ町議会定例会では、

４名の議員から７件の一般質問が提出されました。内容を要約しておりますので、詳細につい

てはニセコ町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、ニセコ町役場３階議会事

務局で閲覧ください。

�

斉藤うめ子議員
・雪害対策について
・ポイ捨てごみ対策について

P８

�

小松弘幸　議員
・綺羅乃湯に昔の写真やパネル等の展示を

P９

�

高木直良　議員
・ＪＲ函館本線並行在来線存続の取組みについて
・㈱エイブルからの人材派遣事業について
・政府のデジタル化推進と町の地方自治の立場について

P10

�

髙瀨浩樹　議員
・ニセコ町の農業について

P11

�

【議会だより№186の訂正です】5ページ４段最後の行（誤）「倶知安厚生病院が運営する訪問介護の事業所が・・・」
（正）「倶知安厚生病院が運営するようてい訪問看護ステーションが・・・」
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Ｑ　

ニ
セ
コ
町
の
豪
雪
対
応
で
の

問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
、
特
に

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
老
老

世
帯
、
障
が
い
者
等
の
生
活
弱
者

の
支
援
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

高
齢
者
な
ど
の
除

雪
支
援
施
策
と
し
て
、
私
道
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
・
介
護
及
び
生
活

支
援
の
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
住

宅
前
通
路
除
雪
費
扶
助
事
業
の
３

つ
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に

応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
高
齢
者

の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

Ｑ　

高
齢
者
が
確
実
に
増
え
て
き

て
い
る
中
で
、
昨
年
と
比
べ
今
年

は
新
た
な
施
策
の
計
画
は
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。
雪
害
と
い
う
の

は
災
害
で
あ
っ
て
、
豪
雪
地
帯
の

ニ
セ
コ
で
は
毎
年
必
ず
起
こ
る
も

の
だ
。
除
雪
の
人
材
の
確
保
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
計
画
、

自
主
防
災
活
動
の
組
織
の
活
用
は
。

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
ニ
セ

コ
町
の
よ
う
な
豪
雪
地
帯
な
ら
で

は
の
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
雪
害
対
策
を
も
っ
と
強

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
片
山
町
長　

除
雪
対
応
の
人
材

を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
、
特
に
自
主
防
災

活
動
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
防
災

担
当
で
進
め
て
い
る
。
各
地
区
で

相
互
扶
助
の
自
主
防
災
の
組
織
が

一
つ
で
も
多
く
で
き
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
。

Ａ
黒
瀧
都
市
建
設
課
長　

職
員
組

合
、
互
助
会
や
消
防
関
係
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
し
て
い
る
。

Ｑ　

雪
害
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

ば
か
り
で
は
な
く
、
雪
の
利
活
用

と
楽
し
み
方
を
学
ぶ
機
会
を
設
け

て
は
ど
う
か
。
学
校
で
の
児
童
・

生
徒
の
雪
に
つ
い
て
の
学
び
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

ニ
セ
コ
町
は
雪

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
実
態
も
あ

る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
キ
ー

を
親
し
む
な
ど
、
雪
へ
の
取
組
も

進
め
て
き
て
い
る
。

Ｑ
２　

ポ
イ
捨
て
ご
み
対
策
に
つ

い
て

　

町
内
に
は
ポ
イ
捨
て
と
思
わ
れ

る
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
た
ば
こ
の

空
箱
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
、
紙
類
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ご

み
が
散
乱
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

ご
み
の
不
法
投
棄
は
基
本
的
に
モ

ラ
ル
の
問
題
だ
。
幼
少
期
か
ら
の

教
育
が
最
も
重
要
で
、
学
校
教
育

に
お
い
て
ご
み
に
対
す
る
教
育
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

た
く
さ
ん
観
光
客
が
訪
れ
る
ニ

セ
コ
町
内
で
、
足
元
に
ご
み
が
散

乱
す
る
こ
と
の
な
い
対
策
が
必
要

だ
。
ニ
セ
コ
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
「
ご
み
の
一
つ
も
な
い
町

ニ
セ
コ
町
！
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
い
か
が
か
。
ご
み
へ
の
意
識
を

高
め
、
ご
み
を
見
た
ら
拾
う
そ
の

姿
勢
が
相
互
啓
発
に
な
る
と
思
う
。

Ａ
片
山
町
長　

ニ
セ
コ
町
を
訪
れ

る
皆
様
へ
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
マ

ナ
ー
の
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
片
岡
教
育
長　

児
童
・
生
徒
が

地
域
の
清
掃
活
動
や
牛
乳
パ
ッ
ク

な
ど
の
容
器
包
装
資
材
を
洗
浄
し

て
分
別
回
収
し
た
り
、
美
化
活
動

や
正
し
い
倫
理
感
が
持
て
る
よ
う

に
常
に
配
慮
し
て
い
る
。

Ｑ　

世
界
の
国
々
で
は
ご
み
を
減

ら
す
た
め
に
、
様
々
な
ユ
ニ
ー
ク

な
取
組
を
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
環
境
先
進
国
の
北
欧
の
国
々

で
は
ご
み
に
対
す
る
制
度
が
非
常

に
進
ん
で
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
ご
み
に
対
す
る
国
民
の
意
識

の
高
さ
は
学
校
教
育
に
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
町
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
、
ご
み
を
減
ら
す
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
て
み
て
は
い
か

が
。
ま
ず
ご
み
に
対
す
る
意
識
を

持
つ
こ
と
が
第
一
歩
で
、
ご
み
を

拾
う
と
い
う
よ
り
も
ご
み
を
捨
て

な
い
と
い
う
こ
と
、
各
人
が
ご
み

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

一
番
の
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
は
。

Ａ
片
山
町
長　

ド
イ
ツ
で
は
子
ど

も
の
と
き
か
ら
そ
う
い
う
教
育
を

し
て
い
る
。
一
人
一
人
の
意
識
が

大
事
。
ア
イ
デ
ア
募
集
に
つ
い
て

は
、
ニ
セ
コ
町
に
一
般
廃
棄
物
対

策
検
討
委
員
会
が
あ
る
の
で
、
こ

う
し
た
提
案
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問　斉藤うめ子　議員

今年の雪害対策～生活弱者への支援
体制は

事情に応じた支援を実施している
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Ｑ　

ニ
セ
コ
町
に
は
ニ
セ
コ
の
歴

史
に
触
れ
た
り
、
感
じ
た
り
す
る

機
会
や
場
所
が
あ
ま
り
な
い
。

　

明
治
以
降
の
農
業
の
様
子
、
鉄

道
を
起
点
と
し
た
町
民
生
活
、
家

族
や
学
校
行
事
、
各
地
区
の
お
祭

り
や
何
気
な
い
日
常
風
景
、
そ
し

て
災
害
な
ど
の
記
録
と
し
て
残
し

て
き
た
貴
重
な
写
真
等
で
、
一
人

で
も
多
く
の
町
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
ニ
セ
コ
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ま
た
、
郷
土
を
語
り
合
う
の
は
楽

し
い
も
の
だ
が
、
意
外
に
郷
土
の

こ
と
を
知
ら
な
い
人
た
ち
が
多
く

い
る
の
も
事
実
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
先

人
た
ち
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
偉
業

な
ど
、
歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と

で
気
づ
か
な
い
間
に
町
を
愛
お
し

く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
大
切
に

し
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
歴
史

を
語
り
継
い
で
も
ら
う
た
め
に
も

重
要
な
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
が

多
く
利
用
さ
れ
る
駅
前
温
泉
綺
羅

乃
湯
の
ホ
ー
ル
や
通
路
に
、
明

治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
の
当

時
の
町
並
み
や
生
活
の
様
子
が
分

か
る
写
真
や
パ
ネ
ル
、
模
型
等
を

展
示
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

現
在
綺
羅
乃
湯
で

は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
の
落

書
き
コ
ン
テ
ス
ト
の
写
真
を
は
じ

め
、
町
民
有
志
の
方
々
の
写
真
を

ホ
ー
ル
や
通
路
に
展
示
し
、
お
客

様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え

ら
れ
る
よ
う
な
写
真
の
展
示
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
有
島

記
念
館
で
は
日
常
的
に
郷
土
資
料

を
収
集
し
て
い
る
の
で
、
有
島
記

念
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
展
示
方
法
に
つ
い
て
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
株
式
会
社
キ
ラ

ッ
ト
ニ
セ
コ
と
協
議
を
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

開
町
以
来
、
ニ
セ
コ
町
内
に

お
い
て
も
文
化
や
歴
史
に
関
わ
る

写
真
や
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

も
ニ
セ
コ
町
１
０
０
年
史
、
ニ
セ

コ
町
開
基
１
０
０
年
記
念
誌
の
発

行
や
、
今
年
度
は
開
町
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
１
２
０
年

史
の
編
さ
ん
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
際
、
昔
の
写
真
も
募
集
さ
れ

た
と
思
う
が
、
役
場
や
有
島
記
念

館
に
ど
の
く
ら
い
の
数
の
写
真
等

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
芳
賀
町
民
学
習
課
長　

有
島
記

念
館
で
は
常
時
郷
土
資
料
を
収
集

し
て
い
る
。
１
０
０
年
記
念
の
際

に
収
集
し
た
資
料
に
つ
い
て
も
、

庁
舎
移
転
に
伴
い
記
念
館
へ
移
行

し
た
も
の
も
あ
り
、
正
確
な
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
現
在
資
料
整

理
を
し
て
い
る
が
、
相
当
の
数
が

あ
る
た
め
、
か
な
り
の
時
間
を
要

す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

資
料
整
理
が
完
了
し
た
後
に
は
、

記
念
館
に
て
展
示
等
を
検
討
し
て

い
る
。
綺
羅
乃
湯
に
お
い
て
展
示

等
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
連
携
し

て
資
料
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

私
が
な
ぜ
写
真
の
数
量
を
聞

い
た
か
と
い
う
と
、
い
つ
ま
で
も

同
じ
写
真
を
展
示
し
て
い
て
は
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
た

く
さ
ん
の
数
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば

定
期
的
に
差
替
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
相
当
数

あ
る
旨
の
説
明
だ
っ
た
が
、
今
後

も
も
っ
と
集
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

今
か
ら
で
も
い
い
の
で
ニ
セ
コ
生

ま
れ
の
80
代
、
90
代
の
皆
さ
ん
に

当
時
の
話
を
尋
ね
た
り
、
写
真
等

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

検
討
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
古
い
時
代
の

面
影
が
残
る
写
真
の
提
供
や
募
集

を
町
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
写
真
の
劣

化
を
考
え
る
と
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
芳
賀
町
民
学
習
課
長　

私
ど
も

も
貴
重
な
資
料
は
ま
だ
町
内
外
に

た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
郷
土
資
料

の
提
供
、
募
集
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
行
っ
て
い
る
。
保
管
資
料
の

整
備
に
か
な
り
時
間
を
要
し
て
い

る
が
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
う
。

Ａ
片
山
町
長　

１
０
０
年
記
念
誌

を
作
っ
た
と
き
、
実
は
私
が
資
料

収
集
を
担
当
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
の
写
真

や
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
た
も
の
、
新

聞
の
コ
ピ
ー
も
提
供
い
た
だ
い
た
。

現
在
町
外
へ
は
ニ
セ
コ
町
に
関
す

る
資
料
を
募
集
し
て
い
な
い
の
で
、

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
町
外

の
方
に
対
し
て
募
集
す
る
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
か
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問　小松弘幸　議員

明治・大正・昭和当時の写真等を展
示できないか

歴史や文化を伝えられる写真の展示
は素晴らしいので協議をして進める
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Ｑ　

８
月
６
日
の
「
北
海
道
新
幹

線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」
第

９
回
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
の
町

民
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、

⑴
町
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
で
発
言
を
さ
れ
た
か
。

⑵
公
共
交
通
を
守
る
国
の
責
任
に

つ
い
て
の
論
陣
を
張
る
べ
き
。
⑶

物
流
、
と
り
わ
け
農
畜
産
物
輸
送

に
果
た
す
鉄
路
網
の
役
割
、
重
要

性
を
強
く
打
ち
出
す
べ
き
。

Ａ
片
山
町
長　

意
見
交
換
会
で
は

国
の
責
任
で
鉄
路
を
維
持
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
⑴
関
連
経
費

の
さ
ら
な
る
精
査
、
具
体
的
な
運

営
計
画
、
有
識
者
を
招
い
て
の
検

討
会
の
実
施
に
よ
り
さ
ら
に
熟
度

を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
発
言

し
た
。
⑵
ご
指
摘
の
と
お
り
赤
字

額
を
自
治
体
の
み
で
負
担
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
国
の
支
援

が
不
可
欠
で
あ
る
。
⑶
北
海
道
全

体
の
こ
と
と
し
て
議
論
す
べ
き
課

題
。
現
在
道
交
通
物
流
連
携
会
議

の
物
流
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
WG
）
は
北
大
教
授
を
座
長
と

し
、
農
協
や
漁
協
を
初
め
関
係
者

が
道
の
物
流
に
つ
い
て
議
論
を
し

て
い
る
。
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

①
道
路
も
鉄
道
も
公
共
交
通

の
重
大
な
イ
ン
フ
ラ
。
国
の
責
任

を
明
確
に
し
て
「
上
下
分
離
」
の

議
論
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
②
各

発
言
を
見
る
と
、
バ
ス
転
換
に
か

な
り
傾
い
て
い
る
。
し
か
も
年
内

に
決
め
る
と
し
て
い
る
の
は
問
題

だ
。
③
物
流
対
策
会
議
の
結
論
前

に
決
め
る
の
は
順
序
が
逆
だ
。
検

討
結
果
を
ふ
ま
え
る
べ
き
。

Ａ
高
瀬
企
画
環
境
課
長　

②
道
は

12
月
議
会
で
の
議
論
の
後
、
各
町

の
方
向
性
等
も
確
認
し
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
も
う
少
し
幅
を
持
た

し
て
と
い
う
発
言
も
あ
る
。

Ａ
片
山
町
長　

①
現
状
か
ら
上
下

分
離
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
お
願

い
は
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
。

②
存
続
に
強
い
思
い
の
方
は
い
な

い
よ
う
に
思
う
。
③
貨
物
は
非
常

に
重
要
で
、
有
珠
山
や
樽
前
山
噴

火
が
将
来
の
リ
ス
ク
で
、
山
線
は

重
要
と
主
張
し
て
き
た
。
WG
結
論

は
確
認
し
て
お
知
ら
せ
を
し
た
い
。

Ｑ　

鉄
道
輸
送
は
圧
倒
的
に
環
境

に
は
優
し
い
。

Ａ
片
山
町
長　

基
本
的
な
考
え
は

議
員
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
。

Ｑ
２　

株
式
会
社
エ
イ
ブ
ル
か
ら

の
人
材
派
遣
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

⑴
派
遣
受
入
れ
目
的
と
根
拠
、
⑵

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
関
連
。

Ａ
片
山
町
長　

⑴
総
務
省
の
地
域

活
性
化
企
業
人
事
業
を
活
用
し
、

会
社
が
培
っ
て
き
た
広
報
・
宣
伝

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
町
の
情
報
共

有
施
策
に
活
か
す
こ
と
。
⑵
職
員

派
遣
を
通
し
て
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
行
い

た
い
と
い
う
申
出
を
受
け
て
行
う
。

Ｑ　

政
策
案
件
説
明
資
料
に
は

「
将
来
的
に
町
内
の
住
宅
供
給
に
つ

な
げ
た
い
、…
同
社
に
よ
る
町
内
へ

の
投
資
を
呼
び
込
み
た
い
考
え
」

と
あ
り
、
新
聞
報
道
も
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
片
山
町
長　

あ
く
ま
で
も
賃
貸

の
中
間
的
な
仕
事
で
、
そ
れ
が
ニ

セ
コ
町
の
不
動
産
投
資
に
結
び
つ

く
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

そ
れ
で
は
今
回
の
説
明
資
料

や
新
聞
情
報
に
つ
い
て
誤
解
の
な

い
よ
う
町
民
に
対
し
て
お
知
ら
せ

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
猪
狩
議
長　

暫
時
休
憩
。（
議

員
別
室
で
協
議
）
先
般
の
政
策
案

件
説
明
と
、
町
長
答
弁
に
相
違
が

あ
る
た
め
再
答
弁
を
要
求
す
る
。

Ａ
片
山
町
長　

（
再
答
弁
）
答
弁

の
不
手
際
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
先
方
の
会
長
と
２
度
ほ
ど

あ
っ
た
際
、
人
事
交
流
を
お
話
し

た
の
み
で
投
資
に
関
す
る
話
は
一

切
な
い
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ａ
福
村
総
務
課
長　

政
策
案
件
説

明
と
資
料
に
つ
い
て
誤
解
を
招
く

表
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
謝
罪

す
る
。

Ｑ　

透
明
で
公
正
な
企
業
と
の
関

係
を
記
し
た
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
片
山
町
長　

他
町
村
も
調
べ
て
、

勉
強
の
う
え
進
め
た
い
。

Ｑ
３　

政
府
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

と
地
方
自
治
の
立
場
に
つ
い
て
。

　

政
府
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ

せ
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
同
化
・
集
約
化
を
努
力
義
務
と

し
独
自
施
策
を
困
難
と
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
地
方
自
治
の
立
場
か
ら

自
治
体
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す

る
よ
う
に
、
山
麓
や
後
志
町
村
全

体
で
政
府
に
要
請
す
べ
き
だ
。

Ａ
片
山
町
長　

今
回
の
標
準
化
に

あ
た
っ
て
全
部
国
の
制
度
設
計
の

と
お
り
と
な
る
と
、
地
方
自
治
体

の
自
己
自
立
っ
て
い
う
の
は
全
く

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
、
ニ
セ

コ
町
に
合
わ
せ
た
も
の
を
き
ち
っ

と
残
し
て
い
く
制
度
設
計
で
で
き

る
よ
う
、
国
に
対
し
て
引
き
続
き

要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

一般質問　高木直良　議員

「上下分離方式」など国の支援を含め、
並行在来線の存続を強く主張すべき

ハードルが高いが国の支援は不可欠。



PB 11� ニセコ町 議会だより　第187号  2021年11月発行ニセコ町 議会だより　第187号  2021年11月発行

Ｑ　

２
０
２
０
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
と
、
過
去
５
年
間
で
全
国

の
農
業
従
事
者
数
は
46
万
人
減
少

し
１
５
２
万
人
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
セ
コ
町
も
１
４
４
戸
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
人
手
に
頼
る
作
業
も

多
く
、
省
力
化
、
人
材
の
確
保
、

負
担
の
軽
減
が
重
要
な
課
題
だ
。

　

こ
の
状
況
の
中
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
さ
ら
な
る
具
体
的
な
取
組
の

サ
ポ
ー
ト
や
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

な
ど
伺
う
。

Ａ
片
山
町
長　

ニ
セ
コ
町
で
は
生

産
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
平

成
26
年
度
よ
り
国
営
農
地
緊
急
整

備
事
業
を
開
始
し
、
基
盤
整
備
・

除
れ
き
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
本

年
７
月
よ
り
国
の
事
業
で
あ
る
産

地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
、
需
要
対
象
可
能
な
生
産
者

に
向
け
て
参
加
者
及
び
導
入
機
器

の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

⑴
一
番
要
望
が
多
か
っ
た
の

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
だ

と
思
う
が
、
初
期
投
資
で
約
２
０

０
万
か
ら
３
０
０
万
円
か
か
っ
た

り
、
操
作
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
別
に
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
専
用
ア

プ
リ
を
使
う
の
で
、
利
用
料
な
ど

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

農
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
事
前

の
講
習
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑵
通
信
環
境
の
整
備
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基

地
局
を
自
治
体
が
持
つ
か
農
協
が

持
つ
か
と
い
う
話
が
あ
ち
こ
ち
で

出
て
い
る
。
ニ
セ
コ
町
は
沢
な
ど

の
陰
に
行
く
と
通
信
が
切
れ
て
し

ま
う
場
合
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、

通
信
環
境
の
整
備
を
農
協
だ
け
に

頼
っ
て
い
て
い
い
の
か
。

⑶
今
回
は
豆
の
耕
作
者
限
定
で
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
が
動
い
て
い
る

が
、
豆
以
外
の
耕
作
者
や
酪
農
者

な
ど
今
回
該
当
し
な
か
っ
た
農
業

者
に
は
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
て
い
る
か
。

Ａ
中
川
農
政
課
長　

⑴
現
在
ス
マ

ー
ト
農
業
機
器
導
入
に
向
け
た
会

議
を
隔
週
ぐ
ら
い
で
開
催
し
て
お

り
、
参
加
者
か
ら
様
々
な
意
見
・

話
題
が
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、

関
連
団
体
や
メ
ー
カ
ー
等
と
協
力

し
、
講
習
会
等
の
機
会
を
作
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

⑶
今
回
は
事
業
対
象
人
数
を
で
き

る
だ
け
多
く
し
た
い
こ
と
か
ら
、

町
内
で
多
く
作
付
し
て
い
る
作
物

で
あ
る
豆
類
を
対
象
作
物
と
し
た
。

Ａ
片
山
町
長　

⑵
今
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
自
宅
か
ら
パ

ソ
コ
ン
操
作
で
行
う
時
代
に
な
る

と
思
う
。
そ
の
と
き
は
５
Ｇ
を
初

め
、
通
信
環
境
の
整
備
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
今
農
林
省
で
も
い

ろ
い
ろ
な
制
度
が
で
き
て
お
り
、

そ
れ
ら
と
ニ
セ
コ
町
全
体
を
把
握

し
、
国
の
補
助
金
を
導
入
し
な
が

ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　

農
協
に
入
っ
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
も
、
農
協
と
相
談
し
て
で
き

る
だ
け
困
る
方
が
出
な
い
よ
う
に

調
整
を
し
た
い
。

Ｑ　

町
長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
５
Ｇ
が
入
っ
て
き
て
家
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、

全
て
操
作
で
き
る
時
代
に
な
る
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
、
人
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
農
作
業

の
省
力
化
を
行
う
上
で
、
ス
マ
ー

ト
農
業
を
取
り
入
れ
、
若
者
に
と

っ
て
魅
力
あ
る
農
業
政
策
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
片
山
町
長　

今
年
度
順
調
に
い

く
と
国
営
農
地
整
備
事
業
の
基
盤

整
備
が
55
％
完
了
し
、
折
り
返
し

点
を
過
ぎ
る
。
今
後
そ
の
基
盤
整

備
を
生
か
す
た
め
の
農
業
の
作
業

形
態
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

の
が
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
。

　

国
営
農
地
整
備
事
業
を
実
施
し

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
先
程
言
っ

た
５
Ｇ
を
含
め
た
通
信
環
境
に
関

し
て
重
点
的
に
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
農
業
者
の
労
働
環
境

の
改
善
と
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
結
果
的
に
は
環

境
負
荷
も
少
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
を
現
場
か
ら
も
訴
え
、
新
た
な

補
助
制
度
の
確
立
を
含
め
、
農
水

省
へ
の
交
渉
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一般質問　髙瀨浩樹　議員

スマート農業を取り入れた魅力ある
農業政策が必要

新たな補助制度の確立を含め、農水
省への交渉を進めていきたい

ＧＰＳ操作で畝づくりが楽になります
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◇
調
査
結
果

１　

総
務
課
関
係

①
新
過
疎
法
指
定
を
受
け
、
今
後

10
年
間
の
健
全
財
政
の
維
持
に
努

め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
過
疎
法
の

卒
業
も
見
据
え
た
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

②
地
区
防
災
組
織
の
設
立
に
つ
い

て
、
対
象
地
区
住
民
に
広
く
周
知

す
る
な
ど
、
設
立
に
向
け
更
な
る

検
討
と
働
き
か
け
を
さ
れ
た
い
。

２　

町
民
生
活
課

①
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
カ
ラ
ス
対
策

と
し
て
地
域
住
民
か
ら
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
町

民
生
活
課
と
農
政
課
の
枠
を
超
え

た
連
携
の
も
と
抜
本
的
な
解
決
策

を
検
討
さ
れ
た
い
。

３　

税
務
課
関
係

①
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
計

画
的
な
研
修
へ
の
参
加
、
並
び
に

適
正
な
課
税
及
び
徴
収
に
努
め
ら

れ
た
い
。

４　

企
画
環
境
課
関
係

①
防
災
ラ
ジ
オ
の
更
新
に
あ
た
り

貸
出
率
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
全
世
帯
配
布
に
向
け
努
力
さ
れ

た
い
。防災ラジオは

の窓口まで
１階奥５番の企画環境
課までお越しください。
行き方：つきあたりを左

４番
国営農地再編推進室
農業委員会
農政課

５番
商工観光課
ようてい地域消費生活相談窓口

企画環境課 ココ！

ここで左に曲がる

②
地
下
水
の
保
全
に
際
し
山
林
の

適
正
な
管
理
と
積
極
的
に
植
林
を

行
う
な
ど
水
源
涵
養
を
図
ら
れ
た

い
。

③
中
央
倉
庫
で
の
土
産
品
開
発

（
せ
ん
べ
い
）
に
つ
い
て
、
地
場

産
原
料
を
使
用
し
つ
つ
町
外
事
業

者
へ
委
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

原
価
各
項
目
（
割
合
）
の
精
査
と

販
売
価
格
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し

て
、
町
内
事
業
者
に
利
益
が
出
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

④
ロ
ー
カ
ル
ス
マ
ー
ト
交
通
に
つ

い
て
、
一
層
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
検
討
し
、
ワ
ゴ
ン
車
等
も
利

用
し
た
循
環
バ
ス
な
ど
も
検
討
さ

れ
た
い
。

５　

保
健
福
祉
課
関
係

①
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、

固
定
電
話
だ
け
で
な
く
携
帯
電
話

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

６　

学
校
教
育
課
関
係

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
今
後
の
運
用
方
法
に

つ
い
て
、
児
童
生
徒
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
保
護
者
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
、
運
用
さ

れ
た
い
。

７　

町
民
学
習
課
関
係

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
社
会
教

育
・
社
会
体
育
の
各
種
事
業
が
中

止
等
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
に
縛
ら
れ
な
い
新
た
な
発

想
の
事
業
展
開
を
検
討
さ
れ
た
い
。

８　

こ
ど
も
未
来
課
関
係

①
待
機
児
童
の
有
無
が
そ
の
町
村

の
人
口
増
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

一
義
的
に
は
公
共
に
よ
る
待
機
児

童
解
消
が
求
め
ら
れ
る
。
ハ
ー
ド

面
の
整
備
を
含
め
て
待
機
児
童
対

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

期
　
日
　

　

令
和
３
年
７
月
13
・
14
・
15
日

�
３
日
間

出
席
委
員　

　

篠
原　

正
男
委
員
長

　

小
松　

弘
幸
委
員

　

榊
原　

龍
弥
委
員

　

猪
狩　

一
郎
委
員

調
査
目
的

　

行
政
執
行
の
監
視
機
能
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
専
門
性
を
発

揮
し
た
政
策
提
案
な
ど
を
目
指
し

ま
す
。

調
査
事
項

　

総
務
、
財
務
、
税
務
、
企
画
、

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、

交
通
安
全
、
住
民
基
本
台
帳
・
戸
籍
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
、
そ
の
他
総
務
常
任

委
員
会
の
所
管
す
る
事
務

質　

疑

　

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
委
員
会
と
し
て
９

月
議
会
で
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

７
月
、
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
登
山
を
楽
し
み

ま
し
た�

（
幼
児
セ
ン
タ
ー
）

堆肥センター（字豊里）
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所
管
事
務
調
査
質
疑

【
職
員
の
健
康
管
理
】

〇
小
松
委
員
　
職
員
の
健
康
管
理

に
向
け
て
衛
生
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
が
ど
う
い
っ
た
組
織
で
、

そ
の
運
営
方
法
は

〇
馬
渕
総
務
係
長　

規
則
に
の
っ

と
り
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
副
町
長
、
総

務
課
長
、
保
健
師
、
産
業
医
、
労

働
組
合
か
ら
３
人
の
７
人
で
構
成

し
て
い
る
。
年
に
１
回
委
員
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

随
時
開
催
し
て
い
る
。
協
議
会
で

は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
報

告
や
職
員
の
健
康
診
断
の
受
診
率
、

有
給
休
暇
の
取
得
状
況
の
課
題
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

【
財
政
運
営
】

〇
篠
原
委
員
　
コ
ロ
ナ
対
策
と
今

後
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
は
ど
の

よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

〇
島
﨑
財
政
係
長　

令
和
２
年
度

に
コ
ロ
ナ
対
策
の
１
年
目
と
し
て

国
の
臨
時
交
付
金
を
２
億
５
６
０

０
万
円
ほ
ど
充
当
し
２
億
９
０
０

０
万
円
強
の
事
業
を
実
施
し
た
。

令
和
３
年
度
は
国
の
臨
時
交
付
金

や
道
の
補
助
金
等
を
活
用
し
町
の

財
政
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
経
済
対
策
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
で
町
税
、
特
に
入
湯
税
で
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
公

営
住
宅
の
使
用
料
の
減
収
も
見
込

み
令
和
３
年
度
予
算
を
作
っ
て
い

る
。
基
金
の
取
り
崩
し
も
見
込
ん

で
い
る
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に

財
政
運
営
を
し
て
い
く
。

【
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

見
直
し
】

〇
小
松
委
員
　
公
共
施
設
の
総
合

管
理
計
画
を
見
直
し
を
行
う
が
、

そ
の
内
容
は

〇
稲
森
財
産
管
理
係
長　

平
成
２

８
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
、
昨
年
度
個
別
施

設
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の

計
画
に
記
載
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
ご
と
の
具
体
的
な
数
値
を
踏

ま
え
る
こ
と
と
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
測
定
値
、
目
標
地
点
を

設
定
し
、
環
境
面
に
配
慮
し
た
改

修
や
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
く
。

ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
統
廃

合
を
行
い
な
が
ら
維
持
管
理
経
費

の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
旧
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
今
後
の
見
込

み
】

〇
小
松
委
員
　
旧
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

維
持
管
理
し
て
い
る
が
、
今
後
の

活
用
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〇
稲
森
財
産
管
理
係
長　

北
海
道

の
防
災
航
空
室
に
油
脂
（
燃
料
）

保
管
庫
を
給
油
の
目
的
で
貸
し
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事
業
者

も
ヘ
リ
ポ
ー
ト
使
用
申
請
が
あ
り

許
可
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
な

お
、
管
理
棟
に
つ
い
て
は
老
朽
化

も
進
ん
で
お
り
利
用
実
績
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
大
き
な
改
修
は
現

状
考
え
て
い
な
い
。
水
道
や
浄
化

槽
も
止
め
て
い
る
状
況
だ
。

【
地
区
防
災
組
織
】

〇
篠
原
委
員
　
地
区
防
災
組
織
の

設
立
状
況
は
。

〇
青
田
防
災
専
門
官　

現
在
ま
で

に
福
井
地
区
親
交
会
、
中
央
連
合

町
内
会
の
２
か
所
で
設
立
さ
れ
て

い
る
。
他
町
内
の
２
か
所
の
地
区

と
協
議
し
た
が
、
１
か
所
に
は
断

ら
れ
た
。
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
く

状
況
を
見
な
が
ら
再
度
地
区
と
協

議
し
て
い
く
。

【
カ
ラ
ス
対
策
】

〇
猪
狩
委
員
　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で

の
カ
ラ
ス
問
題
で
農
業
者
か
ら
苦

情
が
あ
る
。
対
策
を
と
れ
な
い
か
。

〇
中
村
町
民
生
活
課
長　

課
を
越

え
て
農
政
課
と
も
い
ろ
い
ろ
相
談

し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

【
ニ
セ
コ
斎
場
の
収
支
バ
ラ
ン

ス
】

〇
榊
原
委
員
　
ニ
セ
コ
斎
場
の
維

持
管
理
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〇
松
澤
生
活
環
境
係
長　

例
年
約

４
０
０
万
円
の
維
持
管
理
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
対
し
て
火
葬
は

１
体
１
万
円
（
町
民
の
場
合
）
で

年
間
50
件
程
度
な
の
で
、
火
葬
料

で
維
持
費
を
賄
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
町
で
補
填
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
。

〇
中
村
町
民
生
活
課
長　

ニ
セ
コ

町
の
火
葬
場
や
近
隣
の
町
の
火
葬

場
が
古
く
な
り
建
て
替
え
の
時
期

に
な
れ
ば
、
広
域
化
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

【
ニ
セ
コ
医
院
の
空
室
活
用
】

〇
篠
原
委
員
　
ニ
セ
コ
医
院
の
空

室
活
用
の
検
討
結
果
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

〇
上
仙
健
康
づ
く
り
係
長　

病
児

保
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ニ
セ

コ
医
院
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、

大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
の
判
断

と
な
っ
た
。
ま
た
、
人
員
確
保
が

必
要
な
こ
と
も
併
せ
て
早
急
な
実

施
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

旧ヘリポート

ニセコ斎場
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現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
会
場
と
し
て
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
気
候
変
動
対
策
】

〇
篠
原
委
員
　
気
候
変
動
対
策
推

進
条
例
の
検
討
状
況
は
。

〇
川
埜
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
係

長　

昨
年
度
か
ら
検
討
を
行
い
25

条
か
ら
な
る
条
例
、
そ
れ
に
伴
う

規
則
の
素
案
を
作
成
し
こ
れ
を
た

た
き
台
と
し
て
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の

負
荷
の
軽
減
。
②
建
築
物
に
関
す

る
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
。
③
自

動
車
利
用
の
環
境
負
荷
低
減
化
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
報
の
提
供
。
④
気
候

変
動
へ
の
適
応
。
令
和
３
年
４
月

の
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
改
正
内
容

も
踏
ま
え
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
説
明
会
や
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
い
。

【
助
け
合
い
交
通
の
具
体
的
な
展

開
方
法
】

〇
小
松
委
員
　
福
井
地
区
助
け
合

い
交
通
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

他
地
区
で
の
具
体
的
な
展
開
方
法

は
。

〇
川
埜
自
治
創
生
係
長　

福
井
地

区
の
取
り
組
み
を
広
報
ニ
セ
コ
で

特
集
を
組
み
紹
介
し
た
り
、
今
年

に
入
り
２
回
助
け
合
い
交
通
に
つ

い
て
チ
ラ
シ
を
作
成
し
関
心
の
あ

る
方
は
役
場
に
連
絡
を
い
た
だ
く

よ
う
に
案
内
を
し
た
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
問
い
合
わ
せ
等
は
な
い
。

た
だ
、
福
井
地
区
で
実
施
し
た
２

年
以
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
で

相
談
等
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
運
用
】

〇
榊
原
委
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
運

用
に
つ
い
て
現
状
と
今
後
の
進
め

方
は

〇
前
原
学
校
教
育
課
長　

Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
令
和
２

年
度
に
４
７
５
台
の
パ
ソ
コ
ン
を

配
置
、
Ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
ポ
イ
ン
ト
を
59

台
設
置
し
た
。
子
供
た
ち
に
は
持

ち
帰
っ
て
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い

た
い
と
こ
ろ
だ
が
各
家
庭
の
ネ
ッ

ト
環
境
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
め

た
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
の
課
題
な
ど

か
ら
現
在
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
帰
り

は
行
っ
て
い
な
い
。
学
校
と
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
見
極
め
て
い
き

た
い
。
た
だ
、
休
み
時
間
や
放
課

後
に
は
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

【
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
】

〇
小
松
委
員
　
小
・
中
・
高
校
の

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
費
の
増

額
理
由
は

〇
前
原
学
校
教
育
課
長　

現
在
利

用
し
て
い
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

は
、
使
い
勝
手
が
あ
ま
り
良
く
な

い
こ
と
と
、
先
生
た
ち
が
異
動
の

た
び
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
操
作

を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど

負
担
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

改
善
す
る
た
め
に
道
内
で
一
番
採

用
さ
れ
て
い
る
他
社
の
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
に
し

た
。
今
年
度
か
ら
導
入
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
シ
ス
テ
ム
も
並

行
使
用
し
な
が
ら
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
た

め
今
年
度
は
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム

の
利
用
料
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

今
後
は
シ
ス
テ
ム
の
能
力
ア
ッ
プ

と
経
費
削
減
が
期
待
で
き
る
。

【
近
藤
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
】

〇
猪
狩
委
員
　
近
藤
小
学
校
前
に

設
置
さ
れ
て
い
る
横
断
歩
道
は
カ

ー
ブ
で
見
通
し
が
悪
く
、
安
全
な

横
断
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
事

故
が
起
き
る
前
に
、
各
関
係
機
関

に
信
号
機
設
置
を
要
望
す
る
の
が

喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

〇
前
原
学
校
教
育
課
長　

近
藤
小

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
か
ら
も

陳
情
を
受
け
て
い
る
の
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。（
本
件
は
、
９
月

定
例
会
に
請
願
が
提
出
さ
れ
、
議

会
と
し
て
も
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。）

【
社
会
教
育
に
つ
い
て
】

〇
篠
原
委
員
長
　
コ
ロ
ナ
禍
後
の

社
会
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

〇
大
久
保
町
民
学
習
係
長　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
て
か
ら
、
大
人
数
が
集
ま
る
行

事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
計
画
に

沿
っ
た
事
業
展
開
が
で
き
な
い
状

況
。
こ
う
し
た
中
、
各
種
講
座
の

人
数
を
制
限
し
実
施
し
た
り
、
事

業
内
容
を
組
み
替
え
る
な
ど
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
や
開
催

方
法
な
ど
を
含
め
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

【
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
営
】

〇
榊
原
委
員
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
の

入
園
保
留
者
が
７
人
い
る
状
況
に

つ
い
て
、
抜
本
的
な
改
善
策
が
あ

る
の
か
。

〇
淵
野
こ
ど
も
未
来
課
長　

幼
児

セ
ン
タ
ー
の
定
員
を
増
や
す
た
め
、

こ
れ
以
上
の
増
築
す
る
こ
と
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
の
確
保
と

い
っ
た
面
か
ら
も
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。
民
間
と
の
連
携
や
新
し

い
子
育
て
支
援
事
業
に
よ
り
対
応

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ニセコ小学校の授業の様子



ニッキー&アニッキー　　　　の温泉談義　№６

　　　　　 「暫
ざん

時
じ

休憩！」

＋青羽

副議長

９月議会で一般質問の途中で、議長が「暫時休憩！」

と言って、議員全員が議場から控室に移ったって聞いたんだけど、どういうことなの？

うん、議事が一定時間経過すると、切れの良いところで「休憩」が入ることはよくある

ことだけど、発言を中断して「休憩」ってあまり聞かないね。

副議長の青羽さんに聞いてみよう。「暫時休憩」ってよくあるんですか？

議長は必要があると認めるときには、いつでも休憩を宣言する権限があるんだよ。今回

暫時休憩になったのは、議会前に「政策案件説明」という町行政の主要な取組に対する

説明会があったんだけど、その時受けた説明と町長の答弁が違っていたから、答弁内容

の確認のために議長は暫時休憩を宣言したのさ。

　　　　ふーん、そういうこともあるんだね。

控室では議員全員で答弁内容を確認し、再答弁を求めるという結論を出したんだ。この

ように答弁内容の精査や答弁に時間を要するときにも暫時休憩が取られるんだけど、こ

れも議会運営をスムーズに行うための一つの方法だよ。

＆
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ニ
セ
コ
町
に
放
射
性
物
質
等
を
も

ち
こ
ま
せ
な
い
条
例
の
制
定
を
求

め
る
陳
情
特
別
委
員
会

●
第
１
回
特
別
委
員
会

（
６
月
22
日
）

特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
を
決
定

委
員
長　
　

青
羽
雄
士
議
員

副
委
員
長　

篠
原
正
男
議
員

●
第
２
回
特
別
委
員
会

（
７
月
21
日
）

議
会
の
結
論
は
３
月
ま
で
に
出
す
。

▲
役
員
会
（
７
月
29
日
）

第
２
回
特
別
委
員
会
の
ま
と
め
及

び
課
題
の
整
理

●
第
３
回
特
別
委
員
会

（
８
月
24
日
）

第
２
回
特
別
委
員
会
の
確
認

特
別
委
員
会
は
審
議
の
場
と
し
勉

強
会
は
全
員
協
議
会
で
並
行
し
て

行
う
こ
と
と
す
る
。

▲
全
員
協
議
会
（
10
月
20
日
）

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

小
野
有

五
氏
を
呼
ん
で
勉
強
会
を
実
施

令
和
２
年
度
決
算
特
別
委
員
会

●
第
１
回
特
別
委
員
会

（
９
月
７
日
）

正
副
委
員
長
を
決
定

委
員
長　
　

高
木
直
良
委
員

副
委
員
長　

榊
原
龍
弥
委
員

●
第
２
回
特
別
委
員
会

（
10
月
21
日
）

決
算
書
類
の
内
容
を
審
査
し
、
資

料
等
の
提
出
や
聴
取
す
る
事
項
を

ま
と
め
た
。

●
第
３
回
特
別
委
員
会

（
11
月
２
日
予
定
）

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
決
算

全
体
の
総
括
を
行
う
。

特
別
委
員
会
を
設
置
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◎
倶
知
安
厚
生
病
院
の
整
備
に
つ

い
て

　

羊
蹄
山
麓
町
村
長
会
議
に
お
い

て
、
厚
生
病
院
の
整
備
に
係
る
負

担
金
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

厚
生
連
か
ら
は
工
事
負
担
額
と
し

て
協
定
額
33
億
円
を
14
町
村
で
割

っ
た
額
を
求
め
ら
れ
た
が
、
総
事

業
費
か
ら
国
や
北
海
道
の
補
助
金

を
引
い
た
額
を
町
村
が
負
担
す
べ

き
と
の
考
え
か
ら
総
事
業
費
を
出

す
よ
う
に
お
願
い
し
た
。

◎
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対

策
協
議
会
に
つ
い
て

　

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
の
第
11
回
（
６

月
25
日
）、第
12
回
（
７
月
29
日
）

の
幹
事
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催

さ
れ
バ
ス
ル
ー
ト
の
検
討
、
余

市
・
小
樽
間
個
別
協
議
状
況
、
第

三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
検
討
、
バ
ス

運
行
の
検
討
な
ど
を
行
っ
た
。
８

月
６
日
に
は
第
９
回
後
志
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
倶
知
安
町
役
場
で
開
催

さ
れ
、
収
支
予
測
調
査
（
中
間
報

告
）、バ
ス
運
行
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
７
月
30
日
に
は
「
並
行

在
来
線
（
Ｊ
Ｒ
線
）
の
行
方
」
と

し
て
町
民
セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
ま
で

の
協
議
内
容
の
説
明
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
会
場
で
は
並
行
在
来

線
を
残
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
大

勢
を
占
め
た
よ
う
に
思
う
。
さ
ら

に
、
並
行
在
来
線
に
つ
い
て
も
、

よ
り
精
緻
な
数
値
を
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
北
海
道
に
お
願
い
し

て
い
る
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ

い
て

　

感
染
防
止
と
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
令
和
３

年
度
分
の
交
付
状
況
は
、
令
和
２

年
度
繰
り
越
し
分
が
３
２
０
０
万

円
、
令
和
３
年
度
事
業
分
が
７
７

０
８
万
６
千
円
と
事
業
者
支
援
分

で
７
４
０
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
予
算
化
さ
せ
て
い
た
だ

く
分
が
１
３
２
０
万
８
千
円
と
な

っ
て
い
る
。
知
事
会
、
市
長
会
、

町
村
会
等
で
交
付
金
の
増
額
を
国

に
要
望
し
て
い
る
。

◎
ニ
セ
コ
町
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　

８
月
31
日
に
ニ
セ
コ
町
森
林
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
町
内
の
森

林
の
将
来
像
を
見
据
え
、
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
や
多
面
的
価
値
、

ニ
セ
コ
ら
し
い
森
林
づ
く
り
の
あ

り
方
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
含
め

て
、
森
林
の
目
指
す
べ
き
姿
や
方

向
性
の
テ
ー
マ
を
「
ニ
セ
コ
共
生

循
環
の
森
づ
く
り
」
と
し
て
い
る
。

今
後
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す

に
あ
た
り
、
森
づ
く
り
を
い
か
に

進
め
る
か
は
大
変
重
要
な
こ
と
な

の
で
重
点
的
に
取
り
組
む
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況

　

８
月
末
現
在
65
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
高
齢
者
接
種
は
、
５
月
13

日
か
ら
７
月
31
日
の
間
、
延
べ
22

日
間
実
施
し
た
。
対
象
者
１
３

７
６
人
に
対
し
て
、
１
回
目
接

種
済
み
１
２
３
０
人
（
89
・
４

％
）、
２
回
目
接
種
済
み
１
２
０

５
人
（
87
・
６
％
）
と
な
っ
た
。

16
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
接
種
状
況

は
、
８
月
４
日
か
ら
７
日
（
１
回

目
）、
８
月
25
日
か
ら
28
日
（
２

行
政
報
告
（
一
部
抜
粋
）�

片
山
町
長

回
目
）
の
延
べ
８
日
間
行
い
、
対

象
者
２
９
０
０
人
に
対
し
て
１
回

目
接
種
済
み
２
０
８
５
人
（
71
・

９
％
）、
２
回
目
接
種
済
み
１
９

８
０
人
（
68
・
５
％
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
希

望
者
に
は
９
月
18
日
、
10
月
７
日

に
行
う
予
定
で
あ
る
。

◎
有
害
鳥
獣
駆
除

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
21
人
に

よ
り
カ
ラ
ス
の
捕
獲
30
羽
を
は
じ

め
シ
カ
26
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
１
２

９
頭
、
タ
ヌ
キ
２
頭
な
ど
を
駆
除

し
て
い
る
。
国
で
は
北
海
道
の
ア

ラ
イ
グ
マ
被
害
の
実
態
を
あ
ま
り

承
知
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
国
に
情
報
発
信
し
て
い

く
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
に
伴
う
経
済
対
策
進
捗
状
況

　

観
光
施
設
持
続
化
支
援
給
付
金

事
業
は
、
町
内
の
ゴ
ル
フ
場
、
温

泉
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
ゴ

ル
フ
場
利
用
税
及
び
入
湯
税
の
10

％
相
当
額
を
観
光
施
設
持
続
化
支

援
給
付
金
と
し
て
給
付
す
る
も
の
。

温
泉
施
設
11
軒
、
８
８
６
万
１
千

円
、
ゴ
ル
フ
場
１
件
、
52
万
４
千

円
を
給
付
し
た
。
ま
た
、
９
月
15

日
を
基
準
日
と
し
て
町
内
に
住
民

登
録
し
て
い
る
全
町
民
に
町
内
で

利
用
で
き
る
商
品
券
（
１
人
５
千

円
分
）
を
配
布
し
町
内
消
費
の
回

復
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
ニ
セ
コ
町
に
訪
れ
る

観
光
客
に
ニ
セ
コ
町
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
販
売
し
、
町
内
の
消

費
喚
起
に
よ
る
消
費
回
復
を
図
り

地
域
経
済
の
再
生
を
目
指
す
。
販

売
す
る
商
品
券
は
、
１
冊
あ
た
り

６
千
円
を
５
千
円
で
販
売
し
プ
レ

ミ
ア
ム
率
は
20
％
。
１
万
冊
を
販

売
予
定
。

◎
熊
の
目
撃
情
報
に
よ
る
観
光
施

設
の
閉
鎖
・
注
意
喚
起

　

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
登
山
道
や

ニ
セ
コ
野
営
場
の
閉
鎖
を
行
っ
た

ほ
か
五
色
温
泉
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
注
意
喚
起
。

◎
あ
そ
ぶ
っ
く
前
防
火
水
槽
更
新

工
事

　

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ
ぶ

っ
く
」
前
の
防
火
水
槽
の
更
新
工

事
を
11
月
30
日
ま
で
を
工
期
と
し

て
実
施
。



令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）11
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
■ 

編
集・発
行　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会�

■ 

印
刷　
㈱
総
北
海

議
会
だ
よ
り

第
１
８
７
号

北
海
道
虻
田
郡
ニ
セ
コ
町
字
富
士
見
55
番
地

０
１
３
６-

４
４-

２
１
２
１
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９
月
30
日
で
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
、
直
後
に
新
内
閣

が
発
足
、
そ
し
て
解
散
、
総
選

挙
へ
と
10
月
は
目
ま
ぐ
る
し
く

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
猛
暑
、
農

作
物
の
干
ば
つ
被
害
な
ど
の
異

常
気
象
続
き
。
コ
ロ
ナ
・
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
や
世
界
的
な
異
常
気

象
は
人
間
の
開
発
や
経
済
活
動

の
膨
張
に
起
因
し
て
い
る
こ
と

が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
集
中
の
弊
害
と
地
方
で

の
生
活
の
再
評
価
が
皮
肉
に
も

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
ニ
セ
コ
町
の
ま
ち

づ
く
り
も
真
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
高
木
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委 

員 

長
　
高
木
　
直
良

副
委
員
長

　
斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

　
木
下
　
裕
三

委
　
　
員

　
小
松
　
弘
幸

編
集
後
記

議会HPは
こちらから
ご覧になれます

表
紙
写
真
を
読
む

　

倉
庫
群
に
接
し
て
い
る
町
道

「
駅
前
西
三
号
」
線
の
倉
庫
群
側

に
歩
道
を
作
る
工
事
が
最
盛
期
で

す
。
道
路
は
鉄
道
遺
産
が
展
示
さ

れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
の
す
ぐ
そ
ば

で
す
。
観
光
客
を
倉
庫
群
に
導
き

マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
等
の
歩
行
の
安

全
を
期
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
上

空
か
ら
一
望
す
る
と
い
い
写
真
が

撮
れ
そ
う
だ
と
、
榊
原
議
員
の
協

力
で
実
現
で
き
ま
し
た
。

こんな活動しています

「コミュニティ協定」
� って何？
　住民が今住んでいる
地域の環境や景観を大
事にして暮らしたいと
いう約束を交わすこと
です。ニセコ町景観条
例では、３軒以上の建
物等の所有者が景観形
成を目的に協定を結び、
町長が条例による要件
に基づき認定すると、
景観づくり活動の一部
の補助を受けることが
できます。現在３件の
コミュニティ協定が締
結され、内２件が町の
認定を受けています。

「コミュニティ協定」推進
認定第１号　曽我756(トガリン村)地区　①②③
認定第２号　曽我476地区　④
認定外　ニセコ「フォレストアベニュー」　⑤

⑤�開発は進んでいますが、私たちは多種

多様な虫や鳥や小動物、川が流れ、木々

に囲まれた自然、満天の星空を大切に

暮らしたいと考えています。

④�夏には田園風景、冬には雪原が広がり、

その奥には羊蹄山。春になるとオオジ

シギの独特な求愛飛行が見られます。

①除雪も協力してやってます。

②�自然との共生、心地よい風景をつくる、

静かで豊かな暮らしを次世代につなぐ。

③�トガリン村だより�

小さな動物たち、鳥も虫もきのこも仲

間です。
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